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●2019年9月、米国月桂冠（1989年設立）の30周年記念式典にグループの一員として参加させていただいた記録。
●合わせて見聞した、カリフォルニアのサケ事情をレポートします。

「米国月桂冠」30周年
 当社は王冠・キャップのサプライヤーという小さな存在だが、月桂冠さんとは長いお取引（たぶん90年程度の
継続的お取引）なのでお声がけいただき、30周年記念式に参加。誠に光栄だった。

 スナップ写真は、記念式典で挨拶される大倉社長さんと、ワイングラスのサケで満悦の私。式典では、招待さ
れた大勢のアメリカ人関係者・地元関係者がサケを楽しんでいて、地元に溶け込んでいることがうかがえた。

 供された30周年記念酒は「カリフォルニアの山田錦」で醸された「大吟醸」だった。何年か前からアメリカで
は、山田錦（CA州製やAR州製）のクラフトサケがあるのは承知していたが、さすがに、この記念酒はとても素
晴らしいお酒だった。

 サクラメント・バレーの稲田も見学。カルローズ米。地平線まで続く広さ。田んぼの中に、滑走路と数台のセ
スナ機があった。種まきは飛行機で行うのだそう。

Saké



「米国月桂冠」30周年
 米国月桂冠は、カリフォルニアの州都サクラメントからほど近い、フォルサムという街にある。工場地域ではなく、
一戸建て住宅も散在する閑静な街中。絵葉書は、池に浮かぶように造られたビジターセンター。 1990年代から同
じ写真が使われているが、昔は周りに何もなかったのがわかる。

 1990年代・2000年代・2010年代にも立ち寄らせていただいたことがあるので、4回目の訪問だった。過去の記憶に
比べ、タンクや設備がずいぶん増強されている。生産量が増えた事がわかる。

 見学通路から見た充填ライン。機械はシブヤ製で、ちゃんと「松尾さま」のお守り札が貼ってある。見学通路のガ
ラスは防爆の金属網入り。日本の酒造メーカーでは見たことがない。安全ルールが厳しいのだろう。

 ビジターセンター（兼事務所）の通路にて。各種の表彰状などとともにあるのは、社員の家族や子供の写真。この
あたりも日本と違う。

Saké
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「MORIMOTO（モリモト）」Napa店
●日本人客濃度≒0％ ●日本人スタッフ濃度＜10 ％ ●サケオーダー比率≒50％
 アメリカで人気のシェフ森本は、スシ、ラーメンなどいくつかの業態で日本食レストランを展開するが、
「MORIMOTO」は高級日本食業態のお店。マウイ、ラスベガス、フィラデルフィアなどにも店がある。

 ワインの中心地ナパに日本食の店を出す、という発想が凄いが、広い店内は満席であった。
 ジャパニーズサケにとても力を入れていて、MORIMOTOオリジナルのサケ多数のほか、日本各地のサケ
を取りそろえている。200mlカップ酒（「Morimoto Easy Cup」）は、月桂冠の製造によるもの。価格はメ
ニューの中ほどにあるとおり、18ドル＝1,960円。（出張時の為替レート、$1=¥109で換算）

Saké
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Saké
「MORIMOTO（モリモト）」Napa店
 サケメニューは数ページある。「アロマティック&コンプレックス」「リッチ＆フェーマス」「シーズナル・セレクション」
「ライト＆エクスプレッシブ」などのセクション分けがある。選びやすい。

 うち2ページを紹介。「雪の茅舎/Cabin in the Snow」 720ml 115ドル（約12,500円）、「梵/Born」 720ml 115ドル（約12,500
円）、「久保田萬寿」 720ml 195ドル（21,300円）など。各セクションのトップはたいていMORIMOTOオリジナルのサケ（全
国のいろいろな蔵に委託、メニューには県名を記載）で、若干安い価格設定となっているのが巧み。

 右下に日本ウイスキーも掲載。グラス1杯の価格。「海洋」「木こり」「野武士」といった日本ブランドはご存知だろうか。
 なお、MORIMOTOのラスベガス店もアーカイブに収録している。場所柄、こちらはもっと高価なサケメニューが取りそろえ
られていた。 https://kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/sake_west_c.pdf
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Saké
基礎情報
＜開業時期＞ 2015年。アメリカのクラフト・サケ醸造所として早い開業時期である。
＜ロケーション＞ サンフランシスコのダウンタウンから南に車で10分ほど。倉庫街の既存建物を、醸造所に改装している。
＜創業者＞ 亀井紀子さん・Jake Myrickさん夫婦（写真の女性と男性）と、Warren Pfahlさんの3人。杜氏はJake Myrickさん。足を
怪我されていて、訪問した時は松葉杖だった。
＜米・麹・酵母・水＞ 主な原料米はサクラメントバレーのカルローズ。創業時から米栽培にもかかわっていて、2020年には、
酒造に適した新品種が収穫できる予定だそう。麹や酵母は日本から。水はシティーウォーター。
＜設備＞ 写真の通り、ステンレス製のコンパクトな設備。限られた面積に凝縮するように、効率的に配置されていた。日本製
をアメリカの安全基準に合わせ改造したものが多い。
＜サケの銘柄・種類＞ 「Coastal」シリーズ・「Nigori」シリーズなど数種類。「Coastal Ginjo」は、Sake Competition 2019で海外
出品酒部門GOLD 1位。写真にあるバーボン樽でエージングした「Cask」や、「ハラペーニョ」「ハバネロ」「わさび」などユニー
クなもある。ラベルのイラストが印象的。375または750mlのびん入りで、キャップは30ｘ60スクリューキャップ。

●サンフランシスコのクラフト・サケ醸造所「セコイヤ・サケ」も訪問。このページはその記録。
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「RINTARO（りんたろう―林太朗）」
●日本人客濃度≒30％ ●日本人スタッフ濃度≒30％ ●サケオーダー比率≒50％
 サンフランシスコの人気の居酒屋「りんたろう」で、西川さんご夫妻と。場所はユニオンスクエアから南に2kmくらい。
 ご夫妻はUCバークレー大学の近くでテイクアウトの日本食「SUSHINISUTA」を営まれるのでそちらに伺いたかったのだが、到着が夜だった
当方の都合に合わせてわざわざサンフランシスコまで来ていただいた。西川貴子さんには当社の「酒うつわ研究」で「アメリカ人はどん
な酒ラベルを好むか」を執筆いただいた。 https://kitasangyo.com/pdf/e-academy/tips-for-bfd/BFD_41.pdf https://kitasangyo.com/pdf/e-academy/tips-for-bfd/BFD_42.pdf

 この日食べたのは、カンパチ刺身、春菊と鴨のサラダ、羽根つき餃子など。料理はとてもおいしい。
 サケメニューを見ると「誠鏡」「上善水如」「八海山」「かたふね」「七本鎗」とあって、次に、サンフランシスコ製の「セコイヤ生」
（375ml 42ドル）と「デン・サケ」（500ml 54ドル）がある。クラフト・サケをメニューに加える居酒屋は増えている。

 お酒は「上善水如」「デン・サケ」のほかに、西川さんが持ってこられた宝USAの「松竹梅・純米大吟醸」をいただいた。このレポート
の冒頭は米国月桂冠の30周年だったが、これも宝USAの30周年記念の貴重なお酒で、米国産の山田錦による。とてもおいしかった。

 大関、宝、月桂冠の3社がカリフォルニアに清酒工場をつくったのは1979～1989年。設立当時、アメリカ産山田錦で大吟醸を醸す時代が来
るとは、誰も思わなかったと思う。歳月は大きな変化をもたらす。

Saké
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Saké
＜1. 山火事のあと＞
移動途中の車窓から。カリフォルニアでは毎年のように山火事が
起きる。地球温暖化と関係があると思わざるを得ない。 1年以上
たっても、このような状態の場所がたくさんあった

＜2. ツイストオフ王冠＞
びん口をよく見ると、ネジ山が
きってある。ツイストオフ王冠仕
様があるのは知らなかった。

＜5. SF空港内の給水スポット＞
PETボトル飲料を買わない人は増えている。アメリ
カでは施設やホテルによってはPETボトルを販売し
ない所も増えている。
その代わり、色々な場所で水筒に給水できる設備が
増えている。日本も増やすべきだろうと思った。
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＜3. ケンゾーエステートにて＞
ナパのケンゾーエステート（カプコンの辻本
憲三さんのワイナリー）も訪問。ここでも山
火事がすぐ近くまで迫ったそうで、焦げたま
まのブドウ樹も残っていて、ワイン産業への
影響の大きさを実感。
当社が日本で販売しているイタリア・ラガ
ツィーニのチューブポンプがあったので撮影。
チューブポンプは品質に貢献するポンプとし
てワインでは世界の定番です。

＜4. SF空港の免税店にて、
「日本風」ウイスキー＞

サントリー「知多」に並ぶウイス
キーは、日本語ラベルで「シングル
モルト聖ジョージ」。80ドル也。日
の丸まであるが、カルフォルニアで
エージングしたもの。
よくみると日本語で「カリフォルニ
ア産」と書いてあるが、日本ウイス
キー人気でできた製品だろう。
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